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 平成２４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について、別紙のとおり

報告します。 
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スポーツ健康教育課 

１ 調査対象 
   文部科学省が抽出した学校における、小学校第５学年、中学校第２学年の全児童を対

象（昨年度、小学校７２校・中学校３３校） 
 
２ 調査項目 
（１）児童生徒に対する調査 
 ＜実技に関する調査＞  
  ①握力 ②上体起こし ③長座体前屈 ④反復横とび ⑤２０ｍシャトルラン 
  ⑥５０ｍ走 ⑦立ち幅とび ⑧ソフトボール投げ（小学校）、ハンドボール投げ（中学校） 
 ＜質問紙調査＞ 
  運動習慣、生活習慣、食習慣等に関する調査 
（２）学校に対する質問紙調査 
  子どもの体力向上に係る取組等に関する質問紙調査 
 
３ 調査結果の概要 
 ＜別紙１関連＞ 
 ・テストの合計点は、小中学校とも全国平均を上回っている。 
 ・小中学校とも、総合評価Ａの出現率が全国より高く、Ｄ，Ｅの出現率が少ない。 
  （＊総合評価は、合計点を基に、年齢に応じた基準に対してＡ～Ｅの五段階で示される。） 
 ・小学生８種目×２（男女）、中学生９種目×２(男女)の計３４種目のうち、２２種目が全

国平均よりも優れており、１０種目が劣っている。２種目が全国平均と同じである。 
 ・上体起こし、反復横とび、２０ｍシャトルラン、立ち幅跳びは全項目で全国平均を上回

っている。 
 ・長座体前屈においては、全ての学年で全国平均より劣っている。 
＜別紙２関連＞ 
・平日の小学５年生は、男女とも全国と比べて放課後はよく運動するが、その他の時間の

運動は少ない傾向にある。 
・小中学校とも、全国と比べて土日の運動時間が短い。 
・運動をあまりしない児童が運動やスポーツをしない理由 

（男子）「してみたいと思わない」「運動が苦手」が全国と比べて多い。中学生は、「一

緒にする友だちがいない」という理由も多い。 
（女子）小学生は「入りたいクラブがない」が全国と比べて多い。中学生は「文化部

に所属」が多い。 
 ＜別紙３関連＞ 
 ・中学校では、授業以外の場面で体力向上の取組がなかなか進みにくい現状がある。 
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